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ハトにおける「トリの方向」の弁別

一自然刺激を用いた左右弁別一

Pigeon'sdiscriminationoftheorientationofotherbirds

-Left-rightdiscriminationusingnaturalstimuli-

渡辺茂
Ｓ/bjgF1wWtztα"αｂｅ

佐藤祐子
Ｙｉ４ＡｂｏＳ(z/ひ

Twovisualdiscriminationexperimｅｎｔｓｗｅｒｅｃａｒｒｉｅｄｏｕｔｉｎｔｈｅｃｏｎｔｅｘｔｏｆ“ｎａｔｕｒａｌｃｏｎ・

cept，，formationinbirds・ＥｘｐｅｒｉｍｅｎｔＬＦｏｕｒｐｉｇｅｏｎｓｗｅｒｅｔｒａｉnedonleft-rightmirror

imagediscriminationusingcolorslidepicturesofbirds・Ａｌｔｈｏｕｇｈｔｈｅｙｓｈｏｗｅｄｓｏｍｅｄｉｓ‐

criminativebehavior，ｔｈｅｙｄｉｄｎｏｔｓｈｏｗgeneralizationtonewpictures・Ｔｈｕｓ，ｔｈｅｂｉｒｄｓ

ｄｉｄｎｏｔｆｏｒｍ‘`left-right，，ｃｏｎｃｅｐＬＥｘｐｅｒｉｍｅｎｔ２、Ｔｗｏｐｉｇｅｏｎｓｗｅｒｅｔｒａｉｎｅｄｏｎｌｅｆｔ－ｒｉｇｈｔ

ｄｉｓｃｒｉｍｉｎａｔｉｏｎｗｉｔｈｏｎｌｙｏｎｅｐａirofpicture、Theyaccomplishedthediscrimination，but

didnotshowgeneralizationtonewpictures･Severaltestsincludingmonoculartests，peck

locationmeasurementandpartialpresentationoftheoriginalpictureclariliedthatthebirds

usedａｓｐｅｃｉａｌｐａｒｔｏｆｓｔｉｍｕｌｕｓａｔａｓｐｅｃｉａｌａｒｅａｏｆｔｈｅｓｃｒｅｅｎａｓａｃｕｅｏｆdiscrimination・

Therefore，theirdiscriminationstrategydidnotresultinadequateleft-rightdiscrimination
fornewstimuIi．

我々は外界の刺激に対して様々な反応を行っている

が，その際に一定の刺激のまとまりに対して一定の反応

をする事を行っている。更に，必要に応じて刺激のまと

まりを細く分けて夫々に異る反応をする事もあれば，極

めて多くの刺激を一つのまとまりとして同じ反応で応答

する事もある。

この様に刺激をいくつかのまとまりに分けて応答する

事は，実験心理学的には，あるクラス内の刺激般化とク

ラス間の弁別として記述される。これは，勿論人間に個

有な能力ではなく広く動物においても認められている。

動物にある特定の性質を持つ様々な刺激とその性質を

持たない様々な刺激との弁別訓練を行う事によって，そ

の性質を持つ刺激を一つのまとまりとして応答する様に

させる事ができる。これは「抽象化」とか「概念形成」

と呼ばれている。

表１にその様な研究の中，自然概念を扱ったものを示

す。刺激はスライド写真として呈示される場合が多く，

あるクラス内の刺激に対する反応はエサで強化され，他

のクラスのものは消去される。Herrnstein（1964）は被

験体が逐一刺激を覚える事ができない様な多数のスライ

ド写真（1200枚）を用いて，ヒトが写っているか，いな

いかの弁別訓練を行い，その後，今まで一度も呈示され

た事のない写真を呈示した所，被験体はヒトの有無に依

存した反応を行った事を報告した。その後，この様に多

くの刺激を使わず，少数の刺激によっても（Malott＆

Sidda】1,1972：Cerella，1979)，弁別訓練ではなく，特

定のクラスの刺激に対する反応の強化のみを行う単一刺

激訓練によっても（Cerella’1979),概念形成が認められ

ている。

それら自然概念形成と人工概念形成（例えば，幾何図

形の特定の形や色を概念として形成させるもの）の相違

点は，現象的には自然概念形成は極めて速かであり，ク

ラス内般化が明口であるといった事であるが，より根本

的な相違点は，実験首の行うiilll純の持つ意1床であろう。

人工概念形成では，概念の基準は実験者が任意に設定し

たものであり，被験体は訓練を通じて，その概念を文字

通り形成する。

一方，自然概念形成においては，概念そのものは訓練
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さて，本倫文で実験的に検討するのはトリのカラー写

真を用いた左右弁別である。左右鏡像1111係にある刺激の

弁別は，線刺激の傾きの様な単純な刺激を用いた場合に

はハトにとって特にl付難な課題ではない（Watanabe，

1977；Zeiglar＆Schmerler，1969；Ray，1969)。しか

しながら，左右弁別ではなく，単一刺激訓練を行い，そ

の後に傾き次元での般化を求めると，隙刺激とその鏡像

刺激の間にある種の混同又は等値性を示す様な結果が得

られる（Ｔｂｏｍａｓｅｔａｌ，1966；Watanabe＆Ogawa，

1973；渡辺，1982；Lumsden’1970)。

刺激の左右弁別は，特に動物の運動方向と関連づけて

薄えるとｉｎ喫な意味を持つ。例えば，他の動物（刺激）

が左向きに進んでいるのか，右向きに進んでいるのか

は，接触をさける為にも，捕食者から逃げたり，逆に捕

食をする為に重要な情報だからである（例えはlngle，

1967参照)。

股験体

巴｡ｅ］＆Ｉｌｏｎｉ口（１９７（

ｇｏｏｌｅ＆Ｌａｎｄｅｒｎ９

Rｖａｎｍ９８

実験１

本実験ではトリのカラースライドを用いて，トリが左

向きであるか，右向きであるかの弁別訓練を行い，その

後，被験体が今まで見せられた事のないスライドに対し

ても左右にもとづく弁別行動を維持するかどうか検討す

る。

方法

被験体：デンショバト４個体。各個体とも実験期間

中は80パーセントの体重統制下におかれた。

装汪：ハト用オペラント箱(29x33X37cm)が用い

られた。Bi面パネルには床から１５ｃｍの所に８×5.5ｃｍ

のスクリーンがある。スクリーンは透明ガラスとスリガ

ラスからなり，透明ガラスはマイクロスイッチがつけら

れており，つつき反応を測定する様になっている。透明

ガラスの０．５ｃｍ後方にスリガラスが固定されており，

スライドはこの上に投射される。刺激はスライドプロジ

ェクター（キャビンSuperII）によりＮＤフィルター

を介して呈示される。実験制御はマイクロコンピュータ

システム（ユニテックUP-8）によって行われた。

刺激：ＩＨＩ激は表２に示される16穂類のトリのカラー

スライドを夫々、左向き，右向きにしてlIjいた。表２の

１番から８番までを訓練に使い，９番から16番までを般

化テストに使った。これらの写真はいずれも「日本鳥類

図鑑」（東海大学出版部）又は「野性の鳥」（旺文社）か

ら復写撮映して作成した。

手続：はじめにスライドが呈示されていないスクリ

前にすでに被験体において形成されており，訓練は，そ

の概念を実験者が測定できる様にする手段と考えられ

るｃ

では，｜剖然概念はいつ形成されていたと灘えるべきで

あろうか。一つは被験体が生得的にその概念を持ってい

たと考える事で，即ち，自然概念の系統発生的起源の考

え方である。もう一つは，被験体が生れてから実験がＭ１

始されるまでに形成されたとするもので，個体発生的起

源の考え方である。

二の点についての充分に洗練された実験は行われてい

ないが，Ｈｕｎｔ＆Ｓｍｉｔｈ（1967）はフ化直後のニワトリ

の水滴に対するつつき反応を調ぺ，水の視蝿概念は生得

的には認められず，クチパシに水があたって，はじめて

水飲み行動が発現する事，及び水の視覚概念は水にさら

される事によって極めて速かに形成される事を報告して

いる。これは「水の視覚概念は，潜在的には生得的に形

成されているが，その顕在化の為には経験による活性化

が必要であると考える事ができる。更にこの槻な経験に

よる活性化を行う為に，水滴を含む小物体に対するつつ

き反応の解発は生得的にそなわっているとも考えられ

る（Fantz，1956)。同様の事は，水ではなくエサについ

ても報告されている（Hogan，1973)。

概念 被験体 著者
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セキセイ
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表２刺激のリスト 激に対する平均反応11贋位も図中に示されている。被験体

33を除いては一定に左右の弁別が認められるが，順位に

もとづく曲線はゆるやかな勾配を描き，刺激の左右にも

とづいた反応の２分剖は見られない。又，個体間での刺

激の順位も異っている、これらの事は，被験体が左右に

もとづく弁別を行っているのではなく，むしろ８対の刺

激を逐一学習していた甑を示唆する『‘

図２に般化テストでの各刺激に対する反応を示す。明

らかに左右にもとづく刺激統制は認められず，個体間で

の各刺激に対する反応傾向も一致しない。

以上の事から，本実験では被験体がトリの左向き，右

向きという概念を形成しなかったと考えられる。

刺激 和名（学名） 個体数|状態

ソデグロヅル

（Ｇγ"ｓ／αｨc幅”α）ＷＳ）

ゾウゲカモメ

（Lα）ｗｓｃ６”）zaUs）
ソデグロヅル

（Ｇ７"ｓ/“cQgcrα'1'"s）

イヌワシ（Aq""αＭＺ灯'SaCioS）

ヘラサギ（ｆＷａ比α化'化oγo耐｡）

マナヅル（Ｇ７"ｓｔ'iPjo）

マガン（Ａ"Scγα必旅o"'`s）

オオハシ（F"/ｊｃａα〃α）

卜ピ（jWZwsか"gγα'/s）

ケリ

（jMibrosαγｃｏｐｓｃｊ'2ｅｒａ`s）

アオパト（S，〃e"jwws/bγ"zosae）

ヨシゴイ（/XOb”cﾉ、SSi"c"sjs）

ウミネコ（“）WSCγαssi7o/oγｉｓ）

ミコアイサ（ＭＣ“《ｓα〃c"'`s）

オオハクチョウ

（919"ｒｄｓｃｊＩ』r"Ⅲ`s）

ミユビシギ（CγOCC雌/αα〃α）

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１

翔
翔
行
止
翔
行
翔
遊
翔
翔
止
行
翔
遊
翔

飛
飛
歩
停
飛
歩
飛
浮
飛
飛
停
歩
飛
浮
飛

羽
羽
羽
羽
羽
羽
団
団
羽
羽
羽
羽
羽
羽
羽
団

１
１
１
１
数
数
集
集
１
１
１
１
数
数
数
集

実験Ⅱ

実験ｌで左右の概念形成が見られなかった原因の一つ

は弁別訓練の不足と考えられる。本実験では，一対の刺

激のみを用いて11;反応率が90パーセントを超えるまで訓

練を行い，その後，股化テスト及び原刺激の部分呈示に

より被験体が刺激のどこに注'三|して弁別していたかを検

討する。

方法

被験体：尖験Ｉでlllいた被験体31と32を１１]いた。体

重統制は実験Ｉと同搬である、

装置：実験Ｉとlnd様であるが，実験制御はApplell

によって行われた。

刺激：表２の１番の刺激のみを訓練刺激として用い

た。左|[ＩきをＳ'，：白向きをＳ－とした。

手続：Ｓ'，Ｓ－はｌセッション中に２０回づつゲラマ

ン系列に従って呈示された。呈示時間は25秒で呈示と呈

示の間には５秒間の暗間隔が挿入された。Ｓ－に対する

反応はＶＩ３０ｗで強化されるが，Ｓ－に対する反応は消

去される。この訓練を連続２セッション正反応率が90パ

ーセントをこえるまで行い，その後，以卜のテストを行

った。

般化テスト：実験ＩとliIlじ般化テストを２回行った。

刺激遮蔽テスト：スクリーンの左又は右半分を覆う

テストで，Ｓ１，ｓ－は各101'１１づつiilll練時と同じ様に呈示

されるが，強化は与えられない。

単眼テスト：被験体に脇(化ビニールの眼筒を固定し，

左右各単眼でのテストを行う。刺激はＳ+,Ｓ－が各10回

づつ呈示されるが強化は与えられない。

反応位伍測定テスト：被験体が刺激のどこをつつい

ているかを調べる為，スリガラスのスクリーンを(よず

1６ 歩行

一ンに対する反応をＶＩ３０'’で安定するまで副11棟した。

なお，強化は麻の実の入った餌箱を４秒間呈示する事に

よったｃ

弁別訓練では１セッションに１番から８番までの刺激

が左向き，右向き各２回づつ合計32回ランダムに呈示さ

れる。１回の呈示時間は25秒で，呈示と呈示の間には５

秒間の暗間隔が挿入される。左向きの刺激に対する反応

はVI30'’で強化されるが，右向きの刺激に対する反応

は全く強化されない。訓練は被験体31は70セッション，

34は60セッション，他は50セッション行われた，

その後，股化テストが行われる。股化テストには９番

から16番までの刺激が夫々左右21111づつ合計32回呈示さ

れる。呈示方法はi1ll練時とｌｉＩｌ様であるが，鹸化は全く与

えられない。このテストは迩附のilll練をはさんで２回行

われた。

結果と考察

図１に各個体の最終３セッションの各刺激に対する平

均反応頻度を頻度ＩＩ項に示す。平均正反応率及び左向き刺
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訓練最終３日間の各刺激に対する１分あたりの平均反応数。刺激は反応数の多い順に

並ぺてあり，黒丸は左向き（S+)，白丸は右向き（S-）を示す。各点の小数字は表２の

刺激番号に対応する。図中に平均正反応率及び，Ｓ＋の平均順位（R）を示す。

図１

し，透明ガラスの上にパック・カーボン紙（コクヨウ

104）を固定し，その上に刺激を投影し，つつき圧による

記録をとった。刺激はスリガラスに投影した場合より青

味がかる為，反応が安定するまで'１１１日か訓練を行い，そ

の後，両眼(但し，眼筒はついたまま)，左右各単眼で反

応位置の測定を行った。両眼条件での測定は通常の訓練

下で行われたが，単眼条件では，Ｓ÷,Ｓ－が１０回づつ呈

示され，強化は与えられなかった。

部分・合成刺激テスト：原刺激のどの部分が被験体

の弁別行動を統制していたかを調ぺる為，原刺激を首，

羽と胴，下肢の部分に分け，更にＳ＋の部分とＳ－の部

分を合成した刺激，合計10種類に対する反応を調べた。

テスト刺激は原刺激のシルエットを用いて作成する為，

被験体は本テストに先だって，シルエット刺激に対する

訓練をうけたが，カラースライドからシルエットに移行

した際の刺激統制の劣化はほとんど見られなかった。テ

スト刺激は図７に示される。各刺激はテスト中に４回づ

つランダムに呈示され，強化は与えられない。呈示時間

は25秒で５秒間の暗間隔が挿入されている。このテスト

は２回行われた。

結果と考察

図３に弁別訓練の正反応率の推移を示す。２個体とも

30セッション以内に弁別基寧を達成している。

般化テスト：図３に結果を示す｡-左向き刺激の平均

順位は被験体３１で８．２５位，３２で9.0位であり，左右に

よる弁別は認められない。又，個体間での順位も一致し

ない（スペアマン順位相関-0.09)。刺激対毎に検討す

ると，被験体31で特に弁別が良かった刺激は８番，１６番

であり、被験体32では10番，１５番であった。なお，実験
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図２般化テストでの各刺激に対する反応数。図の見方Iま図１と同様である。

表３刺激の個体数.状態毎にまとめた正反応率

状態個体数
彼験体

飛翔停止/浮遊歩行1羽数羽集団

､６０

．６１

､２６

．２４

､６５

．５３

､６４、３４、５７

．３５、５０、５５

３１

３２

Ｉでの股化テストの結果との順位相関は，被験体３１で

-0.04,32で－０．０５であった。

表３にテスト刺激のトリの数，状態毎に刺激対での正

反応率の平均を示す。原刺激は単数・飛翔の条件である

が，原刺激の条件との類似度とテスト時の弁別行動の間

には一定の関係が認められない。なお，停止／浮遊状態

での正反応率の低さは14番でＳ－に対する反応が極めて

低かった事による。

刺激遮蔽テスト：図'1に結果を示す。個体によって

全く異った結果が得られている。即ち、被験体31は右半

分の刺激では弁別行動が維持されているが，左半分では

１

回
山
十
□
⑪
）
、
Ｃ
⑪

ＤＡＹＳ

図３弁月'１基準達成までの正反応率の推移。
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図４般化テストでの各刺激に対する反応数。図の見方は図１と同様である。

条件を除き，使用眼条件に依存せずに個体内で一貫して

いる。

この結果から，被験体31が右眼テストで刺激統制が劣

化したのは，この個体がスクリーン右上に反応を集中さ

せ，従って，右眼条件では視野に入る刺激の部分が極め

て限られていた為であると考えられる。被験体32は右眼

条件でそれほど刺激統制の劣化を示さなかったが，この

個体の反応位置を見ると（図６)，左眼条件では反応する

場所がばらついており，スクリーン左上に反応を集中す

る鯛によって視野に入る刺激が限られる事を避けている

事がわかる。

しかしながら反応位闇と刺激統制の関係はどちらが原

因であり，結果であるのかは明白ではない。刺激のどの

部分が行動を統制していたのかは，次の部分・合成刺激

テストによって，より明らかにされる。

部分・合成刺激テスト：図７に結果を示す。被験体

31で反応が多かったのは左向き(S〒)の羽の部分が含まれ

る刺激である。この事を最も強く示すのが左向きの羽と

右向きの首と下肢とで合成された刺激に対する反応であ

る。明らかに，首と下肢がｓ－の部分である事は被験体

の行動に統制力を持っていない。従ってこの個体は羽の

部分に注目して弁別を行っていたと考えられる。一方，

被験体32は左向きの首の部分が含まれる刺激に対して多
く反応しており，この部分があれば，他の部分がｓ－で

あっても多くの反応がなされる。即ち，この個体は首に

注目して弁別を行っていたと考えられる。

111,11

口
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の
三
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刺激遮蔽テスト及び単眼テストでの正反応率図５刺激遮蔽テスト及び単眼テストでの正反応率

ＬＥＦＴＨＡＬＦでは刺激の左半分のみ，RIGHT

HALFでは右半分のみで呈示される。

逆にＳ－に対して多く反応している。一方,被験体３２で

は，右半分の場合には弁別が維持されるが，左半分では

維持されない。．…

単眼テスト：’単眼テストの結果は刺激遮蔽テストの

結果どよく一致する(図５)。被験体31は右眼条件では弁

別が維持されるが左眼条件では維持されない。反対に被

験体32では，左眼条件では弁別が認められるが，右眼条

件では認められない。

反応位置測定テスト：図６に測定結果を示す。被験

体31はスクリーン右上に反応が集中しているのに対し，

被験体32では左下に集中している。この傾向は32の左眼

さて，刺激遮蔽テストの結果をふり返って見ると，被

験体31では右半分の刺激で正反応率が高く，３２では左半

分で高かった。スクリーンの右半分には，Ｓ＋の羽の凹

凸のある部分が含まれ，左半分には首の部分が含まれ
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図６反応位置測定テスト。テスト時にはＳ+，Ｓ－の両方が呈示されるが，

Ｓ－への反応はほとんどない。

半分に羽の凹凸があるのはＳ＋ではなくＳ－である。こ

の場合に，羽の向きが異っているにもかかわらず，この

個体が多くの反応を行った事は，この個体にとって向き

は重要な手がかりではなく，特定の位置に特定の部分が

ある事が手がかりとなっていた事を示唆する。換言すれ

ば，この個体は普通の意味での左右弁別は行っておわ

ず，スクリーンの特定区画での羽の凹凸はその向きが異

っていても一定に等illi性を持つ事を意味する□

被験体32の首の部分による弁別行動についても，ほぼ

同様の解釈が可能である。

る゜従って，これらの条件では夫々の個体が夫々弁別の

手がかりにしていた部分が呈示されていた事になる。

では，スクリーンの左半分だけが呈示された時に，被

験体３１がＳ￣の方により多く反応したのは何故であろ

うか.左半分|こはＳの羽の凹凸は含まれず，逆にＳ＿の

羽の凹凸部分が含まれる。もし，被験体31が通常の弁別

行動においてスクリーン右半分を見ており(この事は反

応位置測定テストの結果が支持する)，その部分に羽の

凹凸があるものをＳ+として把えていたとすれば，スク

リーン右半分が覆われた状態では，そのスクリーンの右
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かけ上左右弁別を行っている様でも，通常のヒトが行っ

ている左右弁別とは異るものである。

この様な刺激の特定部位に注目する左右弁別方略は自

然刺激を用いた事によって生じた訳ではない。線刺激の

様な単純な刺激による左右弁別においても，ハトが刺激

の特定部分が特定の場所に呈示される事を手がかりとす

る弁別を行う事が知られている（Watanabe＆Ogawa，

１９７３１Watanabe，１９７４；1975；Corballis＆Beale，

1970)。これらの研究と本実験との相違は，ハトが単純

な刺激の場合は弁別方略の個体差をほとんど示さないと

いう点である。

次に問題になるのは自然概念形成一般に共通する問題

であるが，スライド写真が実物と同じ様にハトに知覚さ

れているかという点である。写真と実物との相違の一つ

は三次元のものと＝次元のものの相違である。Ｃａｂｅ

(1970)はハトの弁別行動が実物と写真の間で転移する事

報告しているが，実物から線画への転移は認めていな

い。同様に線画への転移はCerella(1977)においても認

められていない。

対象が静止物体ではなく，他の動物の様に動きのある

ものの場合には，更に運動しているものを静止像にして

しまう点と，大きさの縮少という問題点を含む。像の大

小は対象の距離を，静止像化は運動速度の情報の欠落を

意味するから，左右弁別を運動方向と関連づけて考える

際には，特に重要な問題である。

一般的には生得的行動における解発刺激は特定の要件

さえ充たしていれば，かなり自然刺激と異っても解発力

を維持する。条件づけによる自然概念形成においては，

Trillmich(1976)がセキセイインコにおいて同種他個体

の実物からカラースライドへの転移が無かった事を報告

しており，Ramirez（1982）はハトのスケジュール誘発

性攻撃行動において実物のハトとハトの像の差を報告し

ている。この問題については更に今後の検討が必要であ

ろう。
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図７部分・合成刺激テストでの各刺激に対する相

対反応率

左端から，Ｓ＋の肢，Ｓ－の肢，Ｓ＋の羽・胴，

Ｓ－の羽・胴，Ｓ＋の首，Ｓ－の首，羽・胴・肢

の合成，首の合成，Ｓ＋の羽・胴とＳ－の首・

肢の合成，Ｓ－の羽・胴とＳ卜の首・肢の合成，

を示す。

この様な観点から般化テストの結果を見なおすと，被

験体31で正反応率の高かった刺激対である９番は羽の部

分が顕著な刺激であり，３２で正反応率の高かった15番は

首の部分が明瞭な刺激である。従って，この様に見る

と，一見何の一貫性も見られない般化テストの結果も，

そこに一定の一貫した弁別行動が示されている事がわか

る｡

但し，般化テストの結果のすぺてが，この様にして説

明できる訳ではなく，両個体とも14番で低い正反応率を

示した理由はわからない。

いずれにしても，本実験では一対のトリの方向の左右

の弁別は形成されたものの，それは他のトリのスライド

へは股化しない事，及び左右弁別は通常の意味での左右

の弁別ではなく，個体毎に異る，特定の位Iiifでの特定の

刺激部分を手がかりとしたものである事が明らかになっ

た。

まとめ

本実験では，実験者の意図した通常ヒトが考える意味

での左右概念の形成はできなかった。ハトは刺激の特定

部分を手がかりとする弁別方略を用いており，これは見

いずれにしても，動物が訓練によって見かけ上ヒトと

同じ様な弁別行動を示す場合に，実際にはヒトと異る方

略でその弁別を維持している場合がある事は「利口な馬

ハンス」以来，実験心理学者が肝に銘じている問題であ

る。近年の概念形成の実験においても,ハトがチャリー・

ブラウンの頭・胴・足をどの様に入れかえても（これは

ヒトには極めて異様なものに見える)，正常なチャリー・

ブラウンとして反応する事が報告されており（Cerella，

1982)，一見ヒトと類似した弁別行動が認められる場合
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にもその弁別行動を支える弁別方略の細い検討が必要で

ある。

動物に一定の弁別訓練を行わせた時に動物が示す刺激

のまとめ方（概念化）は，動物の主観的世界の反映であ

り，この様な主観的世界の種間比較が比較心理学の重要

な課題であろう。俗人が宇宙人に憧れたり，ゾウやクジ

ラにヒト的能力を期待するのは地球上における人間の知

的生物としての孤立感のあらわれと見る事もできる。オ

ペラント条件づけにもとづく自然認誠の比較研究は，近

年流行しつつある動物の知的能力の実験的研究と共に，

地球生物圏におけるヒトの知的生物としての位置を明白

にする為の重要な研究であろう。
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